
活動団体名：米沢市
活動地域 ：山形県米沢市

活動におけるテーマ・キャッチコピー
『地球に感謝！

なせばなる上杉鷹山流のローカルSDGｓ』

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む
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山形県 米沢市

上杉鷹山

米沢牛

人口８万人のまちに
３つの大学

学園都市米沢

https://www.city.yonezawa.yamagata.jp/

活動団体紹介



なせばなる 上杉鷹山流のローカルSDGsの実現

米沢市版地域循環共生圏マンダラ図

鷹山公が根付かせた「ものづくりマインド」
が市内経済をけん引するまち

「現代の藩政改革」による健康長寿
日本一のまち

「草木塔」などの本市独自の精神文化を基軸に
SDGsを実装する環境教育先進都市

米沢市SDGs推進協議会

人口減少

【米沢市SDGs未来都市計画】2030年のあるべき姿

メタン発酵バイオガス
発電プラント やまがた炭

(米沢産ナラ材使用黒炭)

牛肉まつり

伝統工芸品(笹野一刀彫)

木製玩具

米沢牛

斜平(なでら)山 山林

草木塔

かてもの

財政難に陥り破綻寸前となっていた米沢藩は、上杉鷹山
（1751～1822）を第９代藩主として迎え入れる。
鷹山公は、生涯をかけて改革を実施し、農村復興、殖産振
興、水害・飢饉・火災等災害対策の強化により、藩の危機
を救い、幕末まで続く藩政の礎を築く。

江 戸 時 代 に Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 政 策 を 推 進 し た
米 沢 藩 主 上 杉 鷹 山 公

畜産農家（肉牛肥育、
酪農、養豚）

米沢市民、団体、学生

産業振興
米沢ブランド
戦略推進

健康長寿
日本一推進

ゼロカーボン
シティ実現

ICT活用推進
米沢版SDGｓ

プラットフォーム
創出

・紅花文化の利活
用

・米沢市版DMOの
設立

・学生の地域内へ
の就職促進

・米沢品質の向上
・TEAM NEXT

YONEZAWAの推進
・米沢品質AWARD
の実施

・FUN＋WALKへの
参加

・大学と連携した
減塩教室の開催

・市立病院と民間
病院の連携

・地元企業と連携
したGIGAスクー
ルの推進

・コミュニティー
センターへの
Wi-Fi整備

・シンポジウムの
開催

・情報提供
・地域循環活動の
取材、発信

・ワークショップ、
勉強会の開催

・それぞれの取組
の見える化

・個人、団体の連
携の促進

個人企業 小中学校高校大学 金融 行政
資源

課題

少子高齢化 温室効果ガスの削減環境保全意識醸成
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地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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鷹山公が根付かせた「ものづくりマインド」が市内経済をけん引するまち

・米沢市は全国有数の紅花生産地
紅花を使用した米沢織物の伝統が息づいている。これらを活かし、
観光、教育、産業、文化など様々な側面からのまちづくりを行って
いる。

米沢品質ＡＷＡＲＤを受賞した
地元産木材を使用したモクロック

●ＩＣＴを活用したＧＩＧＡスクールの取組
・市内企業を小中学生に紹介
・市内企業と連携したプログラミング教育の実施

●米沢ブランド戦略の取組
・米沢品質ＡＷＡＲＤの開催

●紅花を用いた地域振興
・世界農業遺産への申請



地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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「現代の藩政改革」による健康長寿日本一のまち

〇よねざわ健康マイレージ

〇食育絵本の作成

〇健診受診率の向上

〇コミセンが行う事業への支援を
通した生きがいづくり

様々な取組例

全国自治体対抗となるオクトバーランウォーク
(10月開催）では、
米沢市Ｒ２ 全国1位、Ｒ３ 全国３位
米沢市長 個人の部 Ｒ３ 山形県内１位



「草木塔」などの市独自の精神文化を基軸にＳＤＧｓを実装する環境教育先進都市

地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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現在の米沢市の再生可能エネルギーを合計すると・・・・
約４8,000kW

〇現時点で、一般家庭の約１９，０００世帯分の電気エネルギーを賄えるだけの発電を
行っている。

〇米沢市の自然を生かした再生可能エネルギーは、今後も様々稼働していく見込み、
市内全ての一般家庭の電気エネルギーを賄えるだけの発電が見込まれる。

市内で牛糞を用いたバイオマス発電所を運
営するリアクトバイオマス米沢

・地域循環に資する活動の記録、紹介
・Ｚｏｏｍ勉強会
・ゼロカーボンシティ推進シンポジウム
・バイオガス発電に係るセミナー受講

●市内の中学校にＳＤＧｓに関する出前講座の実施

●鷹山流ＳＤＧｓを題材にした研修会の実施



地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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協議会や研修会などの開催

●米沢市ＳＤＧｓ推進協議会の開催 全４回
●職員向け研修会の開催 全４回
●市民向け研修
・米沢ＳＤＧｓカンファレンス２０２１の開催

市内４団体の事例発表
・ローカルＳＤＧｓ入門
・環境シンポジウム
・地域循環共生圏とは
・鷹山流ＳＤＧｓとは（再掲）
・吉田教授の学べる経済ニュース

ゼロカーボンシティ推進シンポジウム
の開催

ローカルSDGs、鷹山流SDGsについて
学ぶ勉強会の開催
※ワークショップは新型コロナ感染
拡大の影響により未実施）



取り組みを通じた地域プラットフォームの変化
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●探求学習の文脈で一緒に何かできないかといった相談や教育旅行において、
米沢市の取組を紹介した上でＳＤＧｓを学べないかなどの相談が寄せられるように
なった。

●高校生が小中学生にＳＤＧｓを教える取組が提案されるなど、異年齢同士の取
組が進みつつある。

●社会貢献の一環として新たな提案をしてくださる企業がでてきている。

●民間の若手が中心となったまちづくり会社が設立され、動きが活発化してきた。



取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題
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● 担当部局の役割分担の明確化

⇒既存の協議体との連携など

● 地域循環共生圏あるいは、ＳＤＧｓそのものの取組、
実践に関する理解を市民全体に広げていく必要がある。

⇒デジタルメディアの効果的な活用



今後の展望
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●地域プラットフォームの構築に向けた取組

・更なるステークホルダーの巻き込み、ビジョンの具体化、
マンダラのブラッシュアップ

・地域の方々がざっくばらんに話し合える機会の創出

●事業化に向けた取組

・事業のタネのブラッシュアップ、事業者の巻き込み、
事業化に向けた事前情報の収集、勉強会の開催など


